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鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
本
科
な
ら
び

に
専
攻
科
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
鳥
羽
商
船
高
等

専
門
学
校
は
、
非
常
に
長
い
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
学
校
で
す
。
本
校
の
前
身
で
あ
る

鳥
羽
商
船
黌
が
、
明
治
六
大
教
育
家
の
一

人
、
近
藤
真
琴
翁
に
よ
っ
て
明
治
14
年
に

創
設
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
132
年
に
な
り

ま
す
。

　

本
校
で
は
、
昭
和
42
年
に
国
立
高
等
専

門
学
校
と
な
っ
て
以
来
、
次
の
三
つ
の
教

育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

・�

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ
プ
、
レ
イ
デ
ィ��

シ
ッ
プ
豊
か
な
人
間
で
あ
る
こ
と
。

・
創
造
性
豊
か
な
技
術
者
と
な
る
こ
と
。

・
国
際
性
豊
か
な
社
会
人
と
な
る
こ
と
。

　

高
等
専
門
学
校
は
、
昭
和
37
年
に
第
１

期
12
校
が
誕
生
し
て
以
来
、
昨
年
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
「
進
化

す
る
高
専
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
、
更
な
る
高
度
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
国
際
的
に
通
用
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」、「
地
域
や

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
」
で
す
。

こ
れ
は
正
に
本
校
の
掲
げ
て
い
る
教
育
目

平
成
25
年
度
入
学
式
・
本
科
・
専
攻
科
（
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
）

校
長　

藤
田
　
稔
彦
　

標
そ
の
も
の
で
す
が
、
本
校
も
更
な
る
高

度
化
を
目
指
し
て
今
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
で
本
科
３
学
科
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

目
標
や
卒
業
後
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て
簡

単
に
お
話
し
し
ま
す
。

　

商
船
学
科
で
は
、
技
術
革
新
に
適
応
し

た
船
舶
運
航
管
理
技
術
者
、
す
な
わ
ち
航

海
士
、
機
関
士
、
い
ず
れ
は
船
長
、
機
関

長
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
、
あ
る
い
は
海

事
関
連
産
業
で
幅
広
く
活
躍
で
き
る
人
を

育
成
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
機
械
工
学
科
で
は
、
機
械
技
術
や

電
子
・
制
御
技
術
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の

複
合
し
た
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
ロ
ボ
ッ
ト

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
技
術
分
野
で
活
躍
で
き

る
人
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
制
御
情
報
工
学
科
で
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
情
報
処
理

や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
あ
る
い
は
自
動
制

御
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
を
育
成
し
て

い
ま
す
。

　

高
専
で
は
低
学
年
の
と
き
は
高
等
学
校

と
ほ
ぼ
同
じ
授
業
科
目
が
あ
り
、
高
学
年

に
進
む
に
つ
れ
て
こ
の
一
般
教
育
科
目
が

減
り
、
そ
の
ぶ
ん
専
門
科
目
が
増
え
て
き

ま
す
。
こ
れ
は
楔
形
教
育
と
言
っ
て
、
５

年
制
の
高
専
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育

形
態
で
す
。
ま
た
、
実
験
実
習
を
重
視
し

た
体
験
型
の
学
習
や
最
終
学
年
で
の
卒
業

研
究
な
ど
を
通
し
て
、
実
践
的
技
術
者
と

し
て
の
能
力
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。
少
し

先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
本
科

を
卒
業
し
た
後
の
進
路
と
し
て
は
、
就
職
、

専
攻
科
へ
の
進
学
、
あ
る
い
は
大
学
３
年

生
へ
の
編
入
学
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
先
に
は
大
学
院
へ
の
進
学
と
い
う
道
も

あ
り
、
比
較
的
自
由
に
進
路
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
本
科
３
学
科
の
上
に
海
事

シ
ス
テ
ム
学
専
攻
と
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻
の
２
専
攻
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
専

攻
科
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
す
で
に

本
科
５
年
間
の
課
程
を
卒
業
さ
れ
た
準
学

士
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
２
年
間
、
さ
ら
に

専
門
性
の
高
い
授
業
を
受
け
、
指
導
教
員

の
も
と
で
特
別
研
究
や
論
文
発
表
な
ど
を

行
い
、
２
年
次
後
期
に
大
学
評
価
・
学
位

授
与
機
構
の
審
査
認
定
に
よ
っ
て
、
４
年

制
大
学
卒
と
同
じ
学
士
の
称
号
が
授
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
年
の
頃
は
、
精
神
が
柔
軟
で

吸
収
力
が
あ
り
、
本
当
に
勉
強
が
大
切
な

と
き
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
皆

さ
ん
に
は
先
輩
や
同
級
生
仲
間
と
と
も
に

青
春
時
代
を
大
い
に
楽
し
ん
で
貰
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
よ
く
学
び
よ
く
遊
べ
」

で
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

多
く
の
体
育
系
、
文
化
系
の
部
の
ほ
か
に
、

ロ
ボ
コ
ン
、
プ
ロ
コ
ン
な
ど
の
同
好
会
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。
東
海
北
陸
地
区
大
会

や
全
国
大
会
等
で
は
、
他
校
の
学
生
と
も

交
流
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
寮
に
入
る
皆
さ
ん
、
寮
生
活
は
お

そ
ら
く
初
め
て
の
経
験
と
思
い
ま
す
が
、

共
同
生
活
に
お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

皆
が
規
則
を
守
り
、
お
互
い
迷
惑
に
な
る

こ
と
は
慎
む
こ
と
、
他
人
の
個
性
を
認
め

尊
重
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
一

人
ひ
と
り
み
ん
な
違
い
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ

れ
得
手
・
不
得
手
、
長
所
・
短
所
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
お
互
い
の
相
性
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

違
い
を
お
互
い
に
認
め
尊
重
し
合
う
良
識

を
も
っ
て
、
誰
も
が
楽
し
い
寮
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
で
は
、
本
校
の
教
育
目
標
に
沿
い
、

学
則
に
則
り
、
用
意
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
従
っ
て
学
生
諸
君
の
教
育
に
当

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
様

に
お
か
れ

ま
し
て
も
、

本
校
の
教

育
方
針
に

ご
理
解
を

い
た
だ
き
、

お
力
添
え

を
賜
り
ま

す
よ
う
心

か
ら
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

校
長
式
辞
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商
船
学
科
・
航
海
コ
ー
ス
主
任　

石 

田
　
邦 

光 

　
　

　

今
回
は
、
商
船
学
科
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
度
、
文
部
科
学

省
の
大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業
と
し
て
「
海
事
分
野
に
お
け
る
高
専
・
産
業
界
連
携

に
よ
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
５
年
計
画
で

通
称
「
海
事
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ん
で
お
り
、
商
船
学
科
を
有
す
る
５
高
専
と

海
事
関
連
４
団
体
（
日
本
船
主
協
会
、
全
日
本
船
舶
職
員
協
会
、
全
日
本
海
員
組
合
、
国
際

船
員
労
務
協
会
）
が
１
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
推
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。
事
業
と
し
て
は
、

次
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

新
た
な
海
事
技
術
者
に
必
要
な
資
質
の
涵
養
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
も
の

で
、“
英
語
力
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
）
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
”
と
“
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
（
外
地
駐
在
意
欲
）
育
成
の
た
め
の
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
展
開
”
を
目
指

し
ま
す
。

②�

新
た
な
海
事
技
術
者
に
不
可
欠
な
知
識･

技
能
の
育
成
の
取
組
み
。
こ
れ
は
“
機
関
系
、

航
海
系
及
び
共
通
教
科
教
材
の
開
発
、教
材
の
電
子
書
籍
化
の
推
進
”
と
“
大
型
練
習
船
（
海

上
履
歴
対
応
）
の
共
同
利
用
な
ど
の
新
し
い
航
海
実
習
の
提
案
”
を
目
指
し
ま
す
。

③�

新
た
な
海
事
技
術
者
を
確
実
に
継
続
的
に
育
成
し
得
る
高
質
な
海
事
教
育
シ
ス
テ
ム
の
実

現
。
こ
れ
は
“
新
し
き
時
代
に
活
躍
で
き
る
海
事
技
術
者
像
と
具
備
す
べ
き
知
識
・
技
能

の
提
示
”
と
“
確
実
な
海
事
教
育
シ
ス
テ
ム
の
提
示
”
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
校
は
、「
新
た
な
海
事
技
術
者
に
必
要
な
資
質
の
涵
養
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
校
で
あ

り
、“
英
語
力
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
）
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
”
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
担
当
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
学
内
に
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
拠
点
と
し
て
、
英
語
教
育
専
門
の
部
屋
と
専
門
の
教
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
各
種
教
材

を
用
意
し
、
商
船
学
科
学
生
の
英
語
力
向
上
を
目
指
し
て
各
種
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
学
生
が
大
い
に
利
用
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
つ
い
て
も
機
会
が
あ
れ
ば
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
船
学
科
の
特
徴

　

商
船
学
科
は
３
年
生
か
ら
二
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
機
関
コ
ー
ス

で
す
。
勿
論
、
三
級
海
技
士
の
第
一
種
養
成
施
設
で
す
か
ら
、
機
関
コ
ー
ス
を
選
ぶ
多
く
の

学
生
は
外
航
船
の
機
関
士
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
船
舶
で
学
ん
だ
機
械
や
電
気
等
の
技
術

を
活
か
し
、
陸
上
の
製
造
業
等
な
ど
、
工
業
系
学
科
の
進
路
と
同
様
な
選
択
も
可
能
で
す
。

実
際
、
船
会
社
を
含
む
海
事
関
連
企
業
か
ら
陸
上
の
工
業
系
企
業
に
い
た
る
ま
で
、
学
生
一

人
当
た
り
の
求
人
数
は
学
内
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

機
関
コ
ー
ス
の
学
生
は
、
次
の
よ
う
な
大
型
設
備
を
使
用
し
て
実
習
を
行
い
ま
す
。
ほ
ん

の
一
部
だ
け
記
し
ま
す
が
、
陸
上
企
業
か
ら
も
求
人
が
あ
る
理
由
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
）
現
在
、
船
舶
の
メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
燃
機
関
学
な
ど
の
授
業
で
理
論
を
学
び
、
実
習
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
性
質
を

理
解
し
ま
す
。

（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
）
主
にLN

G

（
液
化
天
然
ガ
ス
）
運
搬
船
の
主
機
関
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
陸
上
で
は
、
発
電
所
な
ど
の
大
規
模
な
施
設
で
発
電
の
為
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
）
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
送
り
込
む
蒸
気
を
作
り
出
す
装
置
で
す
。
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
と
と
も
に
理
論
な
ど
を
授
業
で
勉
強
し
ま
す
。

（
そ
の
他
）
船
舶
の
各
種
補
助
機
関
、電
気
設
備
や
工
業
材
料
等
々
、関
連
分
野
の
高
度
な
機
械
、

装
置
類
が
多
数
整
っ
て
い
て
、
何
れ
も
授
業
で
は
基
礎
理
論
を
学
び
ま
す
。

　

最
も
就
職
の
選
択
肢
が
幅
広
い
機
関
コ
ー
ス
で
す
が
、
最
後
に
一
番
大
切
な
こ
と
を
述
べ

て
お
き
ま
す
。
企
業
の
採
用
が
厳
し
い
昨
今
、
希
望
す
る
会
社
に
合
格
す
る
人
た
ち
は
、
明

る
く
健
康
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
中
学
校
と
高
校
の
基
礎
学
力
が
高
く
、
船
会
社
の
場
合
２

級
も
し
く
は
１
級
の
海
技
士
筆
記
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
低
学
年
の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
一

般
教
育
の
基
礎
科
目
（
英
数
国
理
社
な
ど
）
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
高
学
年
の

み
な
さ
ん
は
過
去
に
遡
っ
て
基
礎
を
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
間
違
い
な
く
、
就
職
試
験
で
役

に
立
つ
で
し
ょ
う
。

商
船
学
科
・
機
関
コ
ー
ス
主
任　

伊 

藤
　
友 

仁

商
船
学
科
・
機
関
コ
ー
ス
に
つ
い
て
（
進
路
と
勉
強
の
大
切
さ
）

学 科 紹 介
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電
子
機
械
工
学
科
長　

廣 

地
　
武 

郎
　

　

電
子
機
械
工
学
は
、
本
校
で
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
メ
カ
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と

英
訳
し
て
い
ま
す
が
、
エ
レ
ク
ト
ロ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
と
も
訳
さ
れ
る

工
学
で
す
。
本
学
科
は
略
称
を
M
科
と
し
て
い
ま
す
が
、M

echatronics　

の
M
で
す
。
本

学
科
は
昭
和
60
年
に
発
足
し
、
平
成
２
年
３
月
に
第
１
期
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
学
生
年
度
と
卒
業
期
は
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
短
い
と
は
い
え
、
す
で
に
４
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
機
械
工
学
科
は
、
端
的
に
は
、
機
械
の
こ
と
が
わ
か
る
電
気
技
術
者
、
電
気
の
こ
と

が
わ
か
る
機
械
技
術
者
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
複
合
学
科
で
す
。
あ
る
意
味
使
い
勝

手
の
い
い
技
術
者
の
養
成
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
専
門
科
目
は
電
気
/
電
子
工
学
、
機

械
工
学
の
基
礎
科
目
重
要
科
目
を
万
遍
な
く
配
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、（
機
械
な
ら
機

械
、
電
気
な
ら
電
気
の
）
単
科
学
科
に
比
べ
個
々
の
科
目
で
は
深
い
と
こ
ろ
ま
で
授
業
で
き

な
い
と
い
う
憾
み
は
残
り
ま
す
。
単
純
計
算
で
は
半
分
の
授
業
時
間
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら
。

た
だ
、「
あ
っ
、
こ
の
こ
と
知
っ
て
る
」
と
言
う
だ
け
で
も
次
に
進
め
る
気
に
な
れ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
学
生
時
代
に
基
礎
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
後
に
技
術
者
と
し
て
社
会
に

出
た
と
き
に
非
常
に
有
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
制
御
、
情
報
系
科

目
も
授
業
科
目
に
あ
り
ま
す
が
、
説
明
の
簡
略
化
の
た
め
に
あ
え
て
機
械
、
電
気
の
み
取
り

上
げ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。）

　

今
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
、
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
、
な
ど
と
い
う
言
葉
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
要
は
い
く
つ
か
の
機
能
/
要
素
の
組
み
合
わ
せ
で
よ
り
高
い
効
果
を
生

み
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
人
も
ま
た
人
材
と
呼
ば
れ
、
変
化
す
る
状
況
に
対
応
の
で
き

る
多
様
な
能
力
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
の
た
め
に

は
、
単
な
る
足
し
算
で
は
な
く
掛
け
算
に
な
る
よ
う
な
複
合
を
目
指
し
て
授
業
内
容
の
見
直

し
、
学
科
の
あ
り
方
の
検
討
を
続
け
る
事
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
使
い
勝
手
の
い
い
技

術
者
＝
適
応
能
力
の
高
い
技
術
者
の
輩
出
が
わ
れ
わ
れ
の
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
子
機
械
工
学
科
に
つ
い
て

　

制
御
情
報
工
学
科
は
昭
和
63
年
４
月
に
航
海
学
科
と
機
関
学
科
の
改
組
に
よ
っ
て
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
情
報
工
学
、
制
御
工
学
、
電
気
電
子
工
学
お
よ
び
機
械
工
学
の
４
分
野

に
基
礎
を
置
く
工
業
系
学
科
と
し
て
優
れ
た
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
10

年
ほ
ど
は
、
情
報
応
用
シ
ス
テ
ム
と
組
込
み
シ
ス
テ
ム
の
分
野
に
重
心
を
移
し
つ
つ
、
巨
大

で
高
速
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
背
後
に
存
在
す
る
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
と
個

人
や
家
庭
の
所
有
す
る
様
々
な
機
器
に
対
す
る
組
込
み
技
術
の
融
合
す
る
未
来
を
見
据
え
て
、

教
育
内
容
の
高
度
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
ま
で
の
低
学
年
の
学
生
に
と
っ
て
の
制
御
情
報
工
学
科
の
専
門
教
育
の
魅
力
は
、

他
高
専
と
同
様
、
博
士
の
学
位
を
も
っ
た
現
役
の
研
究
者
が
行
う
熱
意
溢
れ
る
講
義
を
受
講

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
勉
強
が
必
要
な
の

か
、
何
の
役
に
立
つ
の
か
等
に
つ
い
て
も
、
先
生
方
に
折
に
触
れ
て
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
、
明
確
で
夢
の
あ
る
答
え
が
返
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
４
年
生
や
５
年
生
に
と
っ
て

は
、
教
育
の
実
戦
性
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
学
年
の
学
生
は
専
門
的
な
技
術

を
日
々
、
学
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
地
に
試
し
て
み
た
り
、
現
実
の
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
知
ら
べ
て
み
た
り
、
と
い
う
機
会
が
数
多
く
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
制
御
情
報
工
学
科
の
卒
業
生
の
進
路
で
す
が
、
例
年
、
就
職
者
６
割
、
進
学
者
４

割
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
就
職
先
は
概
略
で
情
報
通
信
業
界
、
イ
ン
フ
ラ
業
界
、
フ
ィ
ー

ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
界
、
そ
の
他
専
門
業
種
が
そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
１
づ
つ
、
と
い
う

割
合
で
す
。
有
名
な
大
企
業
が
多
く
、
ま
た
、
高
専
本
科
か
ら
の
就
職
は
競
争
倍
率
が
数
倍

程
度
と
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
進
学
先
は
豊
橋
技
科
大
と
本
校
の
専
攻
科
生
産
シ
ス

テ
ム
工
学
専
攻
が
中
心
で
す
が
、
岐
阜
大
な
ど
の
地
方
大
学
や
電
通
大
を
は
じ
め
、
筑
波
大
、

時
に
は
旧
帝
大
に
も
進
ん
で
い
ま
す
。
大
学
編
入
学
（
本
科
）
や
大
学
院
受
験
（
専
攻
科
）

の
た
め
の
勉
強
会
は
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
低
学
年
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

学
科
長
に
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。

制
御
情
報
工
学
科
長　

榎 

本
　
隆 

二
　
　

制
御
情
報
工
学
科
の
紹
介
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一
般
教
育
科
長　

鏡
　
ま 

す 

み
　
　

専
攻
科
長　

坂 

牧
　
孝 

規
　
　

　

本
年
度
の
一
般
教
育
科
目
は
、
15
名
の
常
勤
教
員
と
12
名
の
非
常
勤
講
師
と
い
う
体
制
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
４
月
に
新
入
生
を
迎
え
て
以
来
ほ
ぼ
４
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
緊
張
感
が
薄
れ
て
き
た
学
生
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
高
専
で
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
学
生
の
皆
さ
ん
に
常
日
頃
か
ら
心
が
け
て
ほ
し
い

こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
10
月
に
１
年
生
に
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
英
数
国
の
得
点
に
つ
い
て
は
ほ

ぼ
予
想
通
り
で
し
た
が
、
学
習
状
況
リ
サ
ー
チ
の
結
果
が
衝
撃
的
で
し
た
。
家
庭
学
習
時
間
（
三
教
科
合
計
）

が
授
業
期
間
中
で
あ
っ
て
も
１
日
に
つ
き
30
分
も
確
保
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
堂
々
と
ゼ
ロ
分
と
回
答
し

て
い
る
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。
家
庭
学
習
時
間
の
短
さ
は
高
専
生
の
全
体
的
な
傾
向
で
す
が
、
本

校
の
場
合
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
て
い
な
い
に
等
し
い
時
間
で
す
。
こ
れ
で
は
基
礎
学
力
は
つ
き
ま
せ
ん
。
中
学

校
で
蓄
え
た
学
力
を
食
い
つ
ぶ
し
て
い
く
だ
け
で
、
各
学
科
の
専
門
科
目
の
理
解
と
発
展
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。

　

一
般
教
育
科
目
は
皆
さ
ん
の
未
来
を
創
る
基
礎
を
固
め
る
教
科
で
す
。
高
専
の
卒
業
生
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
の
技
術
者
と
し
て
、
国
内
外
で
外
国
人
技
術
者
と
の
協
働
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は

技
術
力
は
も
と
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
英
語
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ら
は
一
朝
一
夕
で
は
身
に
つ
か
ず
、
皆
さ
ん
の
日
々
の
学
習
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
、
十
分
な
睡
眠
時
間
を
確
保
し
、
授
業
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
下
校
後
は
毎
日
学
習
す
る
習
慣

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
試
験
直
前
の
そ
の
場
し
の
ぎ
の
学
習
だ
け
で
は
真

の
理
解
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
点
強
調
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
全
て
の
教
科
の
理
解
の
基
礎
と
な
る
の
は
皆
さ
ん

の
日
本
語
運
用
能
力
で
す
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
語ご

い彙
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
意
識
的
に
手
持
ち

の
語
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
良
質
の
日
本
語
で
書
か
れ
た
文
章
を
読
み
、
日
本
語
の
語
彙
数
を
増

や
し
、
豊
か
な
表
現
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
専
門
科
目
の
理
解
、
外
国
語
の
習
得
に
役
立
ち
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
皆
さ
ん
の
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

人
生
は
学
び
の
連
続
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
高
専
卒
業
後
は
専
門
分
野
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
ん
で
自
立
、
自
律
し
た
学
び
手
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
こ

こ
に
記
し
た
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
一
般
教
育
の
教
員
は
そ
の
た
め
に
喜
ん
で
お
手
伝
い
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
教
育
科
か
ら
望
む
こ
と

　

本
校
専
攻
科
は
、
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
、
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
２

専
攻
か
ら
な
る
修
業
年
限
２
年
の
教
育
課
程
で
す
。
専
攻
科
を
修
了
し
、
学
位

授
与
機
構
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
、
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
の
と
同
等

な
商
船
学
や
工
学
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
学
会
発

表
の
推
奨
や
語
学
研
修
の
支
援
な
ど
、
四
年
制
大
学
卒
業
以
上
の
経
験
を
積
む

こ
と
も
可
能
で
す
。�

　

専
攻
科
の
就
職
・
進
学
状
況
は
、
本
年
度
も
良
好
で
す
。
就
職
活
動
に
つ
い

て
は
、
既
に
就
職
希
望
者
全
員
の
内
定
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院

へ
の
進
学
も
、
特
別
推
薦
や
上
位
校
合
格
を
目
指
し
て
学
生
た
ち
は
奮
闘
中
で

す
。
こ
れ
は
、
多
く
の
学
生
が
目
的
意
識
を
持
っ
て
専
攻
科
に
入
学
し
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
専
攻
科
を
修
了
し
た
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
も
、
刺
激
に
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
日
も
、
本
校
専
攻
科
修
了
後
、
国
立
大
学
の
大
学
院
に

進
学
し
た
学
生
が
就
職
し
た
企
業
の
人
事
担
当
者
が
、
専
攻
科
修
了
生
を
対
象

と
し
た
求
人
に
来
ら
れ
る
な
ど
、専
攻
科
修
了
学
生
の
評
価
も
高
い
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
、
専
攻
科
の
取
り
組
み
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
専
攻

科
で
は
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、「FA

ラ
イ
ンPBL

学
習
設
備
」
を
用

い
た
学
生
実
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
企
業
に
お
け
るFA

シ
ス
テ
ム
の
開
発
技
術
者
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
一
方
で
、
そ
の
実
際
的
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
技
術
、
国
際
規
格
に
基
づ
く
新
し
いPLC

（Program
m
able�Logic�Controller

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
手
法
、
複
数
の

メ
ン
バ
ー
で
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
た
め
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
手

法
、PBL

型
の
実
際
的
なFA

シ
ス
テ
ム
の
開
発
技
術
な
ど
の
習
得
が
可
能

と
な
り
ま
す
。�

　

専
攻
科
で
は
、
実
学
を
尊
重
し
た
実
践
的
な
技
術
者
を
育
成
し
、
進
学
に
も

就
職
に
も
有
利
な
専
攻
科
実
現
を
目
指
し
、
教
職
員
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
（FA

:�Factory�A
utom

ation,�PBL:�Problem
-based�Learning

）

専
攻
科
・
実
学
を
尊
重
し
た
実
践
的
な
技
術
者
の
育
成
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種
類
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
貴

重
な
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
を
持
つ

も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

２
．
明
治
時
代
の
本
校
の
絵
は
が
き

　

絵
は
が
き
１
と
２
は
本
校
が
鳥
羽
町

立
時
代
の
明
治
42
年
に
鳥
羽
商
船
学

校
校
友
会
が
発
行
し
た
も
の
で
、
本

校
に
関
す
る
初
め
て
の
絵
は
が
き
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
題
材
は
カ
ッ
タ
ー

レ
ー
ス
で
す
。「T

H
E

　

SIX
T
H

　

R
E
G
A

T
T
A

�O
C
T
.31ST

.1909.

」

の
記
念
印
が
押
し
て
あ
り
ま
す
。
絵
は

が
き
は
鳥
羽
湾
で
の
カ
ッ
タ
ー
の
セ
ー

リ
ン
グ
と
プ
ー
リ
ン
グ
の
レ
ー
ス
の
写

真
を
、
カ
ラ
フ
ル
で
興
味
深
い
デ
ザ
イ

ン
と
合
成
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
の
出
来
栄
え
で
あ
り
、
本
校
の

資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

絵はがき１：S a i l i n g

絵はがき２：P u l l i n g

　

１
．
絵
は
が
き
の
発
行
と
隆
盛

　

絵
は
が
き
が
郵
便
制
度
上
で
初
め
て

認
め
ら
れ
た
の
は
明
治
33
年
の
こ
と
で

す
。
明
治
37
年
に
逓
信
省（
後
の
郵
政
省
）

が
発
行
し
た
日
露
戦
争
に
関
す
る
絵
は

が
き
が
人
気
を
集
め
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
全
国
的
に
爆
発
的
な
絵
は

が
き
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

絵
は
が
き
は
写
真
の
代
替
と
し
て
の
役

割
も
あ
り
ま
す
。
観
光
用
の
お
土
産
品

や
美
術
品
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
官

公
庁
、
企
業
、
商
店
、
学
校
な
ど
の
宣

伝
用
や
記
念
品
と
し
て
非
常
に
多
く
の

　

３
．
大
正
時
代
の
本
校
練
習
船

　
　

    

「
天
城
」
の
絵
は
が
き

　

絵
は
が
き
３
は
係
留
練
習
船
「
天
城
」

船
上
で
の
記
念
写
真
を
絵
は
が
き
に
し

た
も
の
で
す
。「
天
城
」
は
明
治
42
年
に

帝
国
海
軍
よ
り
保
管
転
換
を
受
け
、
池

の
浦
湾
に
固
定
係
留
さ
れ
ま
し
た
。
運

行
は
不
能
で
し
た
が
、
船
舶
の
運
用
術

や
当
直
な
ど
の
船
上
実
習
に
有
効
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
が
明
治
44
年
に

三
重
県
立
へ
移
管
さ
れ
た
後
も
、
大
正

４
年
末
ま
で
使
わ
れ
、
そ
の
使
命
を
果

た
し
ま
し
た
。
現
在
も
そ
う
で
す
が
、

当
時
も
本
校
卒
業
生
が
船
舶
の
甲
種
免

状
を
取
得
す
る
た
め
に
は
帆
船
に
よ
る

一
定
期
間
の
実
習
が
必
要
で
し
た
。
航

海
訓
練
所
が
ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い

時
代
で
あ
り
、
当
時
す
で
に
数
も
少
な

く
労
働
条
件
の
悪
い
民
間
の
帆
船
で
の

乗
船
実
習
は
非
常
な
困
難
と
苦
労
を
伴

う
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
県
立
移
管
後
、

自
前
の
練
習
船
を
所
有
、
運
航
し
よ
う

と
の
気
運
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
際
、「
天
城
」
を
解
体
し
て
、
そ
の
廃

材
で
再
利
用
で
き
る
も
の
は
で
き
る
だ

け
新
練
習
船
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
天

城
」
は
大
正
５
年
の
４
月
に
解
体
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
校
友
会
誌
「
海
友
」

絵
は
が
き
に
み
る
本
校
の
明
治
・
大
正
時
代

電
子
機
械
工
学
科
　
水
野
逸
夫
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第
79
号
に
「
大
正
４
年
12
月
16
日
、
旧

練
習
船
天
城
甲
板
に
於
て
盛
大
な
る
告

別
式
を
挙
行
せ
り
」
と
の
記
事
が
あ
り
、

こ
の
絵
は
が
き
の
写
真
は
当
日
撮
影
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
校
の
「
百
年
史
」（
本
校
の
図
書
館
で

閲
覧
可
）
に
詳
し
く
述
べ
て
あ
り
ま
す

の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
が
、「
あ

ま
き
」
の
悲
劇
的
な
最
期
に
つ
い
て
簡

単
に
記
し
ま
す
。
大
正
14
年
３
月
、「
あ

ま
き
」
は
東
京
か
ら
伊
豆
半
島
を
経
て

大
阪
に
向
か
う
途
中
、
静
岡
県
の
御
前

崎
近
く
の
相
良
町
沖
合
い
で
座
礁
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
船
底
を
損
傷
し
、
進

水
の
た
め
航
行
不
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
引
き
上
げ
、
修
理
の
た
め
の

準
備
と
努
力
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
連

日
の
風
波
の
た
め
船
体
が
大
破
し
、
つ

い
に
放
棄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
死

傷
者
が
１
名
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
が

救
い
で
し
た
。
大
正
14
年
７
月
発
行
の

校
友
会
誌
「
海
友
」
第
97
号
に
は
こ
の

遭
難
の
顚
末
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
末
尾
は
次

の
よ
う
に
結
ん

で
あ
り
ま
す
。

「
・
・
・
彼
女
の

霊
は
秀
麗
な
る

富
嶽
の
下
、
水
清

き
駿
河
湾
底
に

静
か
に
眠
り
て
、

池
の
浦
幾
多
の

健
児
を
守
護
す

べ
き
か
。」

　

こ
の
当
時
、
地

方
公
立
商
船
学
校
の
遭
難
事
故
が
相
次

い
で
起
こ
り
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
惨
事
が
強
く
世
論
を

喚
起
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
昭
和
５
年
の
航
海
練
習
所
（
現
在
の

航
海
訓
練
所
）
の
設
立
と
初
代
「
日
本

丸
」、「
海
王
丸
」
の
建
造
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

絵はがき３：練習船「天城」

絵はがき４：練習船「あまき」

　

４
．
新
練
習
船
「
あ
ま
き
」
の
絵
は
が
き

　

絵
は
が
き
４
は
新
練
習
船
「
あ
ま
き
」

（
バ
ー
ク
型
300
総
ト
ン
補
助
機
関
付
）
の

全
景
写
真
で
す
。
新
練
習
船
「
あ
ま
き
」

の
建
造
は
大
正
５
年
４
月
に
鳥
羽
の
江

崎
造
船
所
で
始
ま
り
ま
し
た
。
大
正
５

年
９
月
に
進
水
し
、
大
正
６
年
１
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。
１
月
25
日
に
は
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
は
が
き
は
実
際
に
郵
便
は
が

き
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
す
。
裏
面

に
は
１
銭
５
厘
の
切
手
が
貼
っ
て
あ
り
、

鳥
羽
郵
便
局
の
大
正
６
年
２
月
13
日
の

消
印
が
押
し
て
あ
り
ま
す
。
本
校
の
学

生
が
宇
治
山
田
市
（
現
在
の
伊
勢
市
）

に
下
宿
し
て
い
る
友
人
宛
に
差
し
出
し

た
も
の
で
す
。
手
紙
の
内
容
は
２
月
11

日
の
紀
元
節
（
現

在
の
建
国
記
念

日
）
に
本
校
か
ら

二
見
町
ま
で
の
往

復
マ
ラ
ソ
ン
が
あ

り
、
15
位
に
入
賞

し
た
こ
と
な
ど
、

当
時
の
学
校
生
活

を
し
の
ば
せ
る
も

の
で
す
。

　
「
あ
ま
き
」
の

活
躍
に
つ
い
て
は
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　本校の国際交流推進室では、いくつかの国際交流
プログラムに携わっています。主なものとして、シ
ンガポールでの「ＭＥＬキャンプ」（年に３回）、「高
専生のための英語キャンプ」、「国際プログラミング
コンテスト」、ハワイのカウアイ島での「ＫＣＣ（カ
ウアイ・コミュニティー・カレッジ）国際インター
ンシップ」という学生を海外に派遣するプログラム
があります。
��平成 24 年度は、そのうち４回のプログラムで学
生を本校の教員が引率しました。「ＭＥＬキャンプ」
はＳＭＡ（シンガポール・マリタイム・アカデミー）
のプログラムに本校の学生が参加するもので、必ず
引率教員がつきます。また、「ＫＣＣ国際インター
ンシップ」は全国にある商船学科を持つ高専が協力
して行うプログラムで、３週間の日程の間に教員が
交代しながら引率指導を行っています。残りの二つ
のプログラムも他の高専との協力体制で行っている
ため、引率を行った実績があります。
　ＭＥＬキャンプでは、ＳＭＡの学生が主となって、
中国や韓国、インドからの学生たちと共に客船に乗

○もっと英会話力をつけ、夢を目指したいと思った。（SN4）�
○普段の生活感覚が日本人とは違いすぎる！（SN4）�
○�語学の知識も大切だけど、まず人とつながろうと

する心意気が大切だと思う。（SE4）
○�英語が上手く喋れるかどうかではなく、コミュニ

ケーション能力が必要なのではないか。�（M4）
○�日本の中小企業も海外企業と交流を持つ昨今、海

外交流が普通なのだと感じています。�（M4）
○�国際感覚を養うために、私は言葉の壁なんてもの

は存在しないと思います。大切なのは伝えようと
する心であって、言葉の得手不得手なんて関係な
いと思います。（I4）

○�違う国の映画やドラマの作品でも面白いと感じら
れるので不思議だと思った。（I4）�

○�私は現代社会のグローバル化に伴い、英語力をつ
けなければならないと思い TOEIC のテストなど
に取り組んでいます。（SN5）

○�船乗りとして活躍するために日本だけに囚われず
世界にも視野をむけること。（SE5）

国際交流引率記
副国際交流推進室長　橋爪　仙彦

り込み、船内で講義を受講したり、グループワーク
を行ったりしながら交流を深めます。約１週間の滞
在ですが、海外を知るにはいい機会になります。
　また、ＫＣＣでの国際インターンシップは、他の
高専の学生たちと集団生活をしながら、現地でポリ
ネシア人が伝えた伝統航海術やハワイ文化について
学びます。また、救命の実習やカヌーの製作も体験
します。
　私たち教員は学生たちを見守り、コミュニケー
ション能力がいかに重要か気づかせ、今後の語学へ
の取り組みにステップアップできるようなきっかけ
作りをしています。その中で、「いかに安全に学生
を派遣し、安心し
て海外で滞在させ
ることができる
か」を考慮しなが
ら、よりよい研修
になるような検討
を常に行っていま
す。

テーマ：私の国際感覚みんなの声

○�世界で活躍できるエンジニアとなるべく、世界的
共通語の英語を勉強しています。（SE5）

○�私は今まで海外研修に２度参加しました。今夏は
TOIEC のスコアアップを目指してホームステイ
をしたいと考えています。（I5）

○�私が感じている海外とのギャップは失敗に関する
ものです。海外を見習い挑戦を心掛けています。

（専攻科１年）
○�私の学んでいる情報工学が海外の友人と自分を繋

いでいる事を、日々実感しています。（専攻科２年）�

留学生
○�留学して、色々な国の友達ができ、それぞれの自

分の国のことをよく話し合い、国際的な視点を見
つけ、新しい考えを持つようになった。

○�グロバール時代では、英語だけでなく、世界のこ
とをよく知ることも必要だと思います。

○�英国で挨拶は、ほっぺにかるくキスをする。そし
て、そこの日本人留学生とは英国風に挨拶した。

国際交流
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私
は
学
生
会
役
員
と
し
て
１
月
18
日
の

夜
か
ら
20
日
の
夜
ま
で
の
３
日
間
、
岐
阜

県
高
山
市
の
乗
鞍
青
少
年
交
流
の
家
へ

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
行
き
ま
し

た
。
学
生
会
役
員
の
他
に
、
各
ク
ラ
ブ
の

キ
ャ
プ
テ
ン
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
や
代
表
の

学
生
が
参
加
し
、
教
職
員
と
合
わ
せ
て
49

名
で
学
校
か
ら
バ
ス
に
乗
り
岐
阜
県
に
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

18
日
は
バ
ス
で
睡
眠
を
と
り
、
目
が
覚

め
る
こ
ろ
に
は
あ
た
り
一
面
が
白
く
覆
わ

れ
た
雪
景
色
で
感
動
し
ま
し
た
。
19
日
の

昼
す
ぎ
に
は
ス
キ
ー
場
に
到
着
し
、
ス

キ
ー
場
で
の
注
意
事
項
や
宿
泊
の
ル
ー
ル

の
確
認
を
し
た
後
に
、
ウ
ェ
ア
に
着
替
え

て
班
に
分
か
れ
て
ゲ
レ
ン
デ
で
ス
キ
ー
と

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
学
生
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

先
生
の
指
導
で
滑
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
夜
に
学
生
会
は
、
各
役
職
の

引
継
ぎ
や
今
後
の
学
生
会
の
活
動
方
針
、

平
成
25
年
度
の
学
校
行
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
入
浴
と

制
御
情
報
工
学
科
５
年

田
岡
　
友
貴

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

自
由
時
間
で
１
日
の
疲
れ
を
取
り
、
10
時

に
は
消
灯
・
就
寝
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
20
日
は
、
朝
か
ら
ス
キ
ー
と

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
前
日
の
疲
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
楽
し
く
滑
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
昼
に
は
研
修
施
設
を
出
ま

し
た
。
帰
り
の
バ
ス
で
は
ほ
と
ん
ど
の
学

生
が
疲
れ
て
寝
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

で
ト
イ
レ
休
憩
、
夕
食
を
済
ま
せ
て
夜
の

９
時
ご
ろ
に
鳥
羽
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
事
故
や
怪
我
が
起
き
る
こ
と
な
く
、

全
員
が
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
３
日
間
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
学

習
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ

と
、
体
験
し
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
学
生

会
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
活
か
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

制
御
情
報
工
学
科
４
年
の
服
部
龍
太
郎

で
す
。
今
年
の
第
11
回
体
育
祭
の
実
行
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
体
育
祭
の
テ
ー
マ
は
「
い
つ
汗

を
か
く
の
？　

今
で
し
ょ
!?
」
で
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る
本

校
の
学
生
全
員
の
た
め
に
、
体
を
動
か
し

汗
を
い
っ
ぱ
い
か
い
て
気
持
ち
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
学

生
会
役
員
一
同
、
全
力
で
体
育
祭
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
去
年
の
反
省
点
を
生
か
し
、

少
し
わ
か
り
に
く
か
っ
た
競
技
の
ル
ー
ル

を
改
善
し
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
こ
と

で
、
安
全
か
つ
フ
ェ
ア
な
競
技
進
行
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
至
ら
な
い

点
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ

て
も
本
校
の
学
生
に
と
っ
て
も
よ
い
体
育

祭
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
今
回
初
め
て
体
育
祭
実

行
委
員
長
と
い
う
責
任
の
あ
る
役
職
に
つ

い
て
、
人
に
指
示
を
出
す
こ
と
の
難
し
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
私
は
4
年
生
と
い
う

こ
と
で
５
年
生
に
指
示
を
出
す
こ
と
に
対

し
て
抵
抗
が
あ
り
、
や
め
た
い
と
思
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
先
輩
方

か
ら
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

人
の
上
に
立
ち
命
令
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
、
責
任
の
あ
る
役
職
に
つ
い
た

こ
と
の
な
い
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
よ
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
で
は
、
こ
う

い
っ
た
役
職
に
つ
い
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
で
自
分
の
技
術
力
を
評
価
し
て
も

ら
え
る
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
体
験
で
き

ま
す
の
で
、
自
分
の
成
長
の
た
め
に
も
、

少
し
で
も
興
味
が
あ
る
な
ら
迷
わ
ず
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
小
学
１
年
生
の
時
に
少
林
寺
拳
法

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
姉
と
い
っ

し
ょ
に
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
入
門
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
本
校
に
入
る
ま
で
ず
っ
と

地
元
の
道
場
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学

校
３
年
生
の
時
に
同
じ
道
場
の
子
と
組
ん

で
三
重
県
大
会
の
中
学
生
の
部
で
最
優
秀

賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
っ
と
大
会
で
活
躍
し
て
み

た
い
と
思
い
、
少
林
寺
拳
法
部
が
あ
る
こ

の
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
後
、
す

ぐ
に
少
林
寺
拳
法
部
に
入
部
し
、
高
校
生

大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ
し
て
練
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
夏
の
全
国
高

等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会
に
２
回
、
春
に

開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法

選
抜
大
会
に
２
回
出
場
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
全
国
の
高
校

生
が
集
ま
る
合
宿
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
道
場
の
練
習
や
三
重
県
大
会
と

は
違
っ
た
雰
囲
気
で
、
と
て
も
勉
強
に
な

る
場
所
で
し
た
。

　

ま
た
、
１
年
生
の
時
か
ら
鈴
鹿
高
専
に

通
っ
て
い
る
姉
と
組
ん
で
、
少
林
寺
拳
法
三

重
県
大
会
の
「
一
般
女
子
有
段
の
部
」
で

３
年
連
続
し
て
最
優
秀
賞
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
は
８
月
に
大
阪
で
世

界
大
会
が
あ
り
ま
す
。
姉
と
私
は
、
三
重

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
初
日
は
日
本
予
選
に
な
り
、
二
日

目
が
世
界
大
会
本
選
に
な
り
ま
す
。
今
回
、

制
御
情
報
工
学
科
４
年

服
部
　
龍
太
郎

体
育
祭
に
つ
い
て

電
子
機
械
工
学
科
４
年�

大
戸
　
笑
菜

少
林
寺
拳
法
と
私

学
生
活
動

学
生
活
動
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間
近
で
外
国
の
拳
士
の
演
武
を
見
る
事
が

で
き
る
の
で
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
鍛
え
て
自

分
自
身
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　　

２
０
１
２
年
度
全
国
高
等
専
門
学
校
水

泳
競
技
大
会
は
、
１
年
の
時
に
続
き
２
回

目
の
出
場
で
し
た
。
前
回
は
100
メ
ー
ト
ル

背
泳
ぎ
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
得

意
と
し
て
い
る
200
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
で
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
場
は
広
島
県
の
広
島
ビ
ッ
ク

ウ
ェ
ー
ブ
で
、
全
国
の
高
専
か
ら
集
ま
っ

た
人
た
ち
の
多
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
、
試
合
は
予
選
、
決
勝
方
式
で

行
わ
れ
予
選
を
３
位
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
気
持
ち
も
楽
に
な

り
、
決
勝
で
も
３
位
で
表
彰
台
に
立
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
じ
て
私
が
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
こ
と
は
、
１
人
で
は
こ
の
舞
台
に

立
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
鳥
羽

商
船
に
水
泳
部
が
あ
り
、
そ
し
て
家
族
が

い
て
多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
結
果

で
す
。

　

今
年
は
水
泳
部
の
部
員
も
今
で
は
約
20

人
ま
で
増
え
ま
し
た
。
今
年
も
み
ん
な
で

支
え
あ
い
な
が
ら
、
頑
張
り
ま
す
。

　　

サ
テ
コ
ン
（
衛
星
設
計
コ
ン
テ
ス
ト
）

と
は
、
全
国
の
大
学
や
高
専
が
参
加
す
る

人
工
衛
星
の
設
計
や
宇
宙
に
つ
い
て
の
ア

イ
デ
ア
を
提
案
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

設
計
の
部
と
ア
イ
デ
ア
の
部
が
あ
り
、
本

校
の
チ
ー
ム
は
毎
年
ア
イ
デ
ア
の
部
で
、

宇
宙
で
の
生
活
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
の

ア
イ
デ
ア
や
宇
宙
飛
行
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
作
品
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
宇
宙
で
淹
れ
た
て
の
コ
ー

ヒ
ー
を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
参
加
し
ま
し

た
。
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
の
勉
強
か
ら
始

ま
り
、
実
験
に
よ
り
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ

を
取
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
模
型
を
作
り
、

宇
宙
を
専
門
と
し
た
方
々
の
前
で
発
表
し

ま
し
た
。
一
次
審
査
を
勝
ち
抜
き
、
最
終

審
査
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
校
の
チ
ー
ム
は
、
全
学
科
か
ら
有
志

で
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
て
お
り
、

昨
年
は
S
科
２
名
、
M
科
２
名
、
I
科
１

名
で
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
元
々

宇
宙
に
関
す
る
知
識
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、

最
初
は
や
っ
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た
が
、

指
導
教
官
か
ら
の
様
々
な
お
話
を
聞
き
、

自
分
達
で
実
験
や
模

型
作
り
を
す
る
中
で
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
学

び
と
て
も
良
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
現
状
で

は
小
惑
星
か
ら
の
資

源
採
取
を
テ
ー
マ
と

し
て
参
加
し
ま
す
。
意
欲

さ
え
あ
れ
ば
初
心
者
で
も

大
歓
迎
で
す
。
少
し
で
も

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
一

度
、
２
号
館
２
階
の
電
子

工
学
実
験
室
（
担
当
教
員

は
伊
藤

（友）
）
ま
で
。

　

私
は
中
学
１
年
生
の
時
か
ら
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
は
、

優
勝
す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
練
習
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
鳥
羽
商
船
に
入
学
し

て
か
ら
、
勉
強
が
難
し
く
な
り
部
活
に
力

を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
時
の
高
専
大
会
で
は
、
団
体

戦
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
当
時
４
年
生

の
生
田
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
み
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
高
専
大
会
で
緊
張

し
て
い
た
せ
い
か
、
力
を
出
し
き
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
年
生
の
時

は
、
落
ち
着
い
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
、
そ
の
結
果
、
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ペ
ア
の
生

田
さ
ん
が
最
後
の
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
し
た
。
準
決
勝
の
と
き
、
私
の
ミ
ス
で

試
合
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
非
常
に
悔
し

く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
３
位
決
定
戦
で
は
、
気
持
ち
を
切
り

替
え
試
合
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
勝

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
優
勝
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
３
位
に
入
賞
出
来
て
よ

か
っ
た
で
す
。
３
年
生
の
時
は
同
級
生
の

富
士
井
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
み
ま
し
た
。
昨

年
３
位
だ
っ
た
の
で
３
位
以
上
を
絶
対
条

件
と
し
、大
会
に
望
み
ま
し
た
。
準
決
勝
で
、

敗
れ
は
し
た
も
の
の
力
を
出
し
き
る
こ
と

が
で
き
、
納
得
の
い
く
試
合
が
出
来
ま
し

た
。
３
位
決
定
戦
で
は
、
準
決
勝
よ
り
良

い
プ
レ
ー
を
し
よ
う
と
思
い
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
勝
つ
こ
と
が
で
き

３
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
で
３
位
を
と
れ
た
の
は
私
だ

け
の
力
で
は
な
く
、
生
田
さ
ん
や
富
士
井

さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
今
年
の

高
専
大
会
で
は
、

優
勝
出
来
る
よ
う

に
練
習
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
高
等
専
門
学
校
水
泳
競

技
大
会
２
年
連
続
出
場

水
泳
部　

橋
本
　
海
翔

サ
テ
コ
ン
（
衛
星
設
計
コ
ン

テ
ス
ト
）
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
５
年 

小
山
　
恵
里

高
専
大
会
テ
ニ
ス
の
部
２
年

連
続
３
位
入
賞

制
御
情
報
工
学
科
４
年�

山
下
　
純
加
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１
．
特
別
表
彰

（
１
）�

カ
ッ
タ
ー
部　

Ａ
チ
ー
ム　

第
42
回
～
第
47
回
全
国
商
船
高
専

漕
艇
大
会
６
年
連
続
優
勝　
　
　
　
　

　
　
　

（
２
）
水
泳
部　

平
成
24
年
度
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育

大
会
水
泳
競
技　

男
子

200
ｍ
背
泳
ぎ

３
位
入
賞

S2
：
橋
本�

海
翔　

２
．
奨
励
賞

（
１
）
カ
ッ
タ
ー
部　

Ｂ
チ
ー
ム

第
43
回
～
47
回
全
国
商
船
高
専

漕
艇
大
会
５
年
連
続
優
勝

（
２
）　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

第
49
回
・
第
50
回
東
海
地
区
高
専

体
育
大
会　

２
年
連
続
３
位
入
賞

I3
：
山
下�

純
加　

１
．
特
別
表
彰

（
１
）　

ヨ
ッ
ト
部　

第
67
回　

国
民
体
育
大
会
出
場

（
岐
阜
県
）（
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
）

（
少
年
男
子 

セ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
級
）

SN3
：
片
桐�

祥
起　

SN3
：
林�

直
樹

（
２
）　

ヨ
ッ
ト
部　
　

第
67
回　

国
民
体
育
大
会
出
場（
岐
阜
県
）

（
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
）

（
少
年
男
子　

シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
ス

モ
ー
ル
リ
グ
）

I3
：
濵
田�

和
真　

　
　
　

（
３
）
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　

Ｂ
チ
ー
ム

ア
イ
デ
ア
対
決
・
全
国
高
等
専
門
学
校

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
全
国
大
会
（
奨
励
賞
受
賞
）

東
海
北
陸
地
区
大
会 

（
準
優
勝
）

M5
：
徳
田�

政
也
、
中
西�

雄
大
、　

　
　

西
井�

雄
飛
、
武
藤�

秀
徳
、

　
　

矢
田�

詠
士
、
山
川�

祐
史
、

　
　

山
際�

秀
俊
、
ド
ー
バ
ン�

ズ
ン　

�

（
４
）
少
林
寺
拳
法
部　

少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
出
場

（
三
重
県
代
表
）

三
重
県
少
林
寺
拳
法
大
会

４
年
連
続
最
優
秀
賞

（
中
学
３
年
時
を
含
む
）

（
一
般
女
子
有
段
の
部
）

M3
：
大
戸�

笑
菜　

��

２
．
奨
励
賞　

（
１
）
第
24
回
衛
星
設
計
コ
ン
テ
ス
ト

ア
イ
デ
ア
の
部
（
奨
励
賞
を
受
賞
）

実
習
生　

吉
村�

美
紅

M5
：
中
西�

雄
大　

M4
：
岡
﨑�

研
人　

I4
：
小
山�

恵
里

SN3
：
杉
浦�

秀
哉

10
月
１
日
（
月
）

１
月
７
日
（
月
）

学
生
表
彰
対
象
者

学
生
表
彰
対
象
者

学
生
表
彰
対
象
者

平成
２４年度
平成
２４年度
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平
成
24
年
12
月
22
日
（
土
）
～
12
月
24
日
（
月
）
に
、

本
校
が
主
管
校
と
な
り
、
東
海
地
区
高
専
留
学
生
交
流

会（
ス
キ
ー
実
習
を
含
む
）を「
乗
鞍
青
少
年
交
流
の
家
」

で
実
施
し
ま
し
た
。
東
海
地
区
の
５
高
専
か
ら
留
学
生

27
名
（
本
校
よ
り
３
名
）、引
率
教
職
員
18
名
（
同
９
名
）、

計
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
留
学
生
間
の
親
睦
を
深
め
る
と
同
時

に
、東
南
ア
ジ
ア
出
身
が
多
く
を
占
め
る
留
学
生
が
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
高
山
市
内
で
昼
食
の
後
、
古
い
町
並
み
を

車
窓
か
ら
見
学
し
、
２
日
目
に
は
終
日
ス
キ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
日
は
、
午
前
中
に
ス
キ
ー
を

行
な
っ
た
後
、
高
山
に
戻
り
、
川
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
で
解
散
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
と
２
日
目
の
夕
食

後
に
は
ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
友
好
を
温
め
ま
し
た
。

　

留
学
生
交
流
会
を
本
校
が
主
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

教
務
主
事
室
と
教
務
係
が
中
心
と
な
り
、
前
回
の
留
学

生
交
流
会
の
見
学
、
施
設
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
な
ど

も
含
め
、
約
１
年
前
か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
参
加

学
生
、
各
高
専
へ
の
連
絡
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
名
札

や
名
簿
な
ど
の
用
意
、
会
場
の
人
員
配
置
、
引
率
者
用

の
詳
細
な
日
程
表
の
作
成
、
交
流
会
の
ゲ
ー
ム
内
容
や

景
品
に
至
る
ま
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
入
念
に
準
備
を

し
ま
し
た
。
特
に
メ
イ
ン
と
な
る
交
流
会
の
ゲ
ー
ム
で

は
、
今
井
先
生
か
ら
様
々
な
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
初

日
と
２
日
目
の
ゲ
ー
ム
内
容
に
関
連
性
を
も
た
せ
、
全

員
で
楽
し
め
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
先

生
の
司
会
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、館
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
に
始
ま
る
一
連
の
ゲ
ー
ム
で
留
学
生
、
教
職
員

と
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
に
怪
我

や
病
気
も
な
く
、
主
管
校
と
し
て
の
責
任
を
ど
う
に
か

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
至
ら
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
次
回
は
こ
の
会
が
さ
ら
に
充
実
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
校
長
先
生
始
め
引
率
の
教
職

員
の
方
々
の
ご
協
力
に
心
よ
り
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

東
海
地
区
高
専
留
学
生
交
流
会
を
主
催
し
ま
し
た

　
24
年
度
教
務
主
事
補　

鏡
　
ま
す
み
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昨
年
、
12
月
22
日
か
ら
３
日
間
、
鳥
羽
の
留
学
生
や

先
生
た
ち
と
一
緒
に
、
高
山
ス
キ
ー
場
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
る
東
海
地
方
の
各
高
専
の

留
学
生
の
交
流
会
で
、
初
め
て
参
加
し
た
私
に
と
っ
て

は
非
常
に
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
日
に
は
６
時
半
ご
ろ
に
鳥
羽
商
船
玄
関
前
に

集
合
し
、
川
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
他
高
専
の
留
学

生
が
乗
っ
た
バ
ス
と
落
ち
合
い
ま
し
た
。
突
然
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
先
輩
が
声
を
か
け
て
く
れ
、
久
し
ぶ

り
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
し
ゃ
べ
り
ま
し
た
。

　

高
山
で
昼
食
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ス
キ
ー
場
に
到

着
し
ま
し
た
。
雪
が
た
く
さ
ん
積
も
っ
て
い
て
す
ご
く

感
動
し
ま
し
た
。夜
に
は
他
高
専
の
留
学
生
と
共
に
ゲ
ー

ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
楽
し
い
雰
囲

気
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
ス
キ
ー
研
修
の
日
で
す
。
ス
キ
ー
が
初
め

て
の
私
は
指
導
員
か
ら
ス
キ
ー
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
最
初
は
う
ま
く
滑
れ
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
楽

し
く
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス
キ
ー
の
滑
り
方

や
ブ
レ
ー
キ
の
か
け
方
な
ど
を
学
び
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
夜
に
、
僕
と
マ
レ
ー
シ
ア

人
の
留
学
生
が
、
同
じ
時
期
に
研
修
に
来
て
い
た
小
学

生
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
話
を
す
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ

ん
面
白
く
な
っ
て
き
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

最
後
の
日
に
は
、
リ
フ
ト
券
を
も
ら
い
ゲ
レ
ン
デ
で

滑
り
ま
し
た
。
何
回
も
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
私
を
み
た
人
が
親
切
に
も
「
ス
キ
ー
を
す
る
に
は

恐
怖
心
を
持
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
、
大
変
楽
し
く
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
の
ス
キ
ー
研
修
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
ス
キ
ー
研
修
に
参
加
し
て

　
電
子
機
械
工
学
科
４
年　

ジ
ェ
フ
リ 

ス
ヘ
ン
ド
ラ  
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一
般
教
育
　

　
　
　
　
　
西
世
古
　
悌
治

　

こ
の
度
、
講
師
・
寮
監
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
、西
世
古
悌
治
（
に
し
ぜ
こ　

て
い
じ
）
で
す
。

平
成
25
年
３
月
ま
で
、
公
立
中
学
校
、
県
立
学
校
で
長
く
教

員
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、「
新
任
紹
介
」
欄
に

掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
は
恥
ず
か
し
い
心
持
ち

が
し
ま
す
。

　

出
身
は
三
重
県
伊
勢
市
で
す
。
現
在
も
伊
勢
市
内
に
住
ん

で
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、鳥
羽
商
船
へ
は
比
較
的
近
く
、

ま
た
通
勤
も
短
時
間
で
す
。
今
ま
で
自
宅
か
ら
遠
い
学
校
に

勤
務
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い

の
短
時
間
で
の
通
勤
と
な
り
、あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
羽
市
自
体
は
、
自
宅
が
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、

幼
少
の
頃
か
ら
何
度
も
訪
れ
、
よ
く
な
じ
ん
だ
街
で
す
。

　

日
和
山
に
あ
っ
た
観
光
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
こ
と
な
ど
、
今

で
は
知
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
年
度
鳥
羽
商
船
に
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
て
、

改
め
て
鳥
羽
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
背
後
に
山
が
せ
ま
り
、
目
の
前
に
は
海
を
臨
む
鳥

羽
商
船
の
地
理
的
環
境
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
と
豊
か
な
風
土
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
そ
の
よ
う
な
豊
か
な
学
校
生
活

を
送
れ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と

な
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新  

任  

教  

員  

紹  

介

　

こ
の
度
、
４
月
よ
り
電
子
機
械
工
学
科
の
助
教
と
し
て
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
宮
本
潤
示
と
申
し

ま
す
。
今
年
の
３
月
に
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
し
、
教
員

と
し
て
社
会
人
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
り
ま
す
が
、

目
標
を
持
っ
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
学
院
で
は
、
窒
素
プ
ラ
ズ
マ
を
使
っ
て
金
属
の
寿
命

を
延
長
さ
せ
る
表
面
改
質
処
理
と
い
う
技
術
に
つ
い
て
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
技
術
は
多
く
の
機
械
部
品
や
工
具
、

金
型
な
ど
非
常
に
様
々
な
個
所
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
日
常

生
活
を
支
え
る
モ
ノ
づ
く
り
の
根
幹
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
技
術
を
さ
ら
に
研
究
し
、
皆
様
の
生
活
を
よ
り
良

く
す
る
一
端
を
担
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

出
身
、
育
ち
は
愛
知
県
で
、
鳥
羽
は
観
光
で
数
回
来
た
程

度
で
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
こ
ち
ら
に
赴
任
し

て
み
る
と
、
非
常
に
自
然
豊
か
で
過
ご
し
や
す
く
、
こ
こ
に

し
か
な
い
素
晴
ら
し
い
環
境
を
感
じ
ま
し
た
。
学
生
は
素
直

で
挨
拶
も
し
っ
か
り
で
き
る
人
が
多
く
、
新
し
い
生
活
で
若

干
の
不
安
が
あ
っ
た
私
も
早
く
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
専
な
ら
で
は
の
教
員
と
学
生
の
距
離
の
近
さ
に
非
常

に
や
り
が
い
を
感
じ
、
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
寮
生
活
な
ど
様
々
な
個
所
で
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
も
今
し
か
で

き
な
い
事
に
色
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

電
子
機
械
工
学
科

　
　
　
　
　
宮
本
　
潤
示

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
「
軸
」
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
か
？

私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ク
ラ
ス
で
は
、
初
め
て
の
授

業
時
間
に
将
来
の
夢
や
趣
味
な
ど
を
学
生
に
書
い
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
女
性
警
察
官
な
ど
、
凛
々
し
く

具
体
的
な
夢
を
書
き
込
ん
で
く
れ
た
人
も
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

事
で
す
。
し
か
し
、
何
を
書
こ
う
か
悩
ん
で
白
紙
で
出
し
て
し
ま

う
人
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
は
、
一
人
ひ
と
り
得
意
技

が
あ
り
ま
す
。
し
ゃ
べ
る
の
が
う
ま
い
、
面
倒
見
が
良
い
、
活
動

的
、
冷
静
、
縁
の
下
の
力
持
ち
な
ど
…
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
生

き
る
姿
勢
と
な
っ
て
将
来
に
繋
が
り
ま
す
。
低
学
年
の
う
ち
に
自

分
の
「
軸
」
を
見
つ
け
、
育
て
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
私
も
平
成
18
年
に
卒
業
す
る
ま
で
は
高
専
で
の
生
活
を
謳

歌
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
得
た
宝
物
を
あ
え
て
１
つ
に
絞

る
と
す
れ
ば
「
仲
間
」
で
す
。
在
学
中
に
一
緒
に
過
ご
し
た
仲
間

達
は
、
今
で
は
も
う
会
社
の
中
堅
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
中
に

は
専
攻
で
あ
っ
た
電
気
の
世
界
を
離
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
軸
」

を
生
か
し
て
転
職
し
た
り
、
海
外
で
活
躍
し
た
り
し
て
い
る
人
も

居
ま
す
。
様
々
な
分
野
で
野
望
を
も
ち
、
刺
激
し
あ
え
る
仲
間
を

得
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
で
す
。
そ
し
て
私
が
高
専
教
員
と
い
う

職
業
を
選
ん
だ
過
程
に
お
い
て
も
、
自
分
の
「
軸
」
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
仲
間
の
存
在
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
高
専
と
い
う
環
境

は
自
分
の
個
性
に
気
づ
く
の
に
好
適
な
場
所
で
す
。

　

高
専
卒
業
後
、
私
は
東
京
へ
進
学
し
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
周
辺
の

下
町
で
７
年
間
生
活
し
、
今
年
か
ら
教
員
と
し
て
皆
さ
ん
の
仲
間

に
加
わ
り
ま
す
。
ま
ず
皆
さ
ん
が
自
分
の
「
軸
」
を
同
志
と
の
生

活
の
中
か
ら
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
震
災
に
も

耐
え
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
心
柱
の
よ
う
に
、
図
太
く
、
柔
軟
に
育

つ
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科

　
　
　
　
　
都
築
　
啓
太
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教　職　員　の　人　事　異　動
（平成 25 年 3 月 31 日付け）
【退職】
　水野　逸夫（電子機械工学科教授）
　永野　重隆（制御情報工学科教授）
　中山　雄治（総務課専門員）
　村田　修平（学生課課長補佐）
　川本　伸美（テクノセンター技術長）
　河之口典子（学生課学生生活係寮務主任）
　中山ちづ子（総務課図書係再雇用職員）
　谷川原利起（学生課学生生活係再雇用職員）
　野村　五生（テクノセンター再雇用職員）

【転出】
　三重大学生物資源学研究科チーム地域イノベーション学研
　究科事務室長　←　塩崎　克好（総務課課長補佐）
　三重大学財務部契約チーム主任　
　　　　←　岡田　慎一（学生課学生生活係学生生活主任）
　愛媛大学国際連携支援部国際連携課総務企画チーム　
　　　　←　岩田　　剛（総務課企画・地域連携係）

（平成 25 年 4 月 1 日付け）
【教員】
○昇任
　商船学科　　　　教授　　　　　　　嶋岡　芳弘
　一般教育　　　　教授　　　　　　　橋爪　仙彦
　電子機械工学科　准教授　　　　　　増山　裕之
　電子機械工学科　准教授　　　　　　藤井　正光
　一般教育　　　　准教授　　　　　　小澤　裕香

○採用
　一般教育　　　　講師　　　　　　　西

にし

世
ぜ こ

古　悌
てい

治
じ

　電子機械工学科　助教　　　　　　　宮
みやもと

本　潤
じゅんじ

示
　制御情報工学科　助教　　　　　　　都

つ づ き

築　啓
けい

太
た

　電子機械工学科再雇用教員教授　　　水野　逸夫
　制御情報工学科再雇用教員教授　　　永野　重隆

○併任等
　寮務主事　　　　　　　　　　　　　冨澤　　明
　専攻科長・生産システム工学専攻主任　坂牧　孝規（留任）
　商船学科長・航海コース主任　　　　石田　邦光（留任）
　電子機械工学科長　　　　　　　　　廣地　武郎
　制御情報工学科長　　　　　　　　　榎本　隆二（留任）
　一般教育科長　　　　　　　　　　　鏡　　ますみ
　図書館長　　　　　　　　　　　　　伊藤　立治
　総合情報センター長　　　　　　　　江崎　修央（留任）
　学生相談室長　　　　　　　　　　　古森　郁尊
　国際交流推進室長　　　　　　　　　石田　邦光（留任）
　入試広報室長　　　　　　　　　　　攪上　平之介（留任）
　海事システム学専攻主任　　　　　　鈴木　　治
　機関コース主任　　　　　　　　　　伊藤　友仁（留任）
　副テクノセンター長　　　　　　　　藤井　正光
　副国際交流推進室長　　　　　　　　橋爪　仙彦
　教務主事補　　　　　　　　　　　　中平　　希
　学生主事補　　　　　　　　　　　　山田　英生
　寮務主事補　　　　　　　　　　　　鎌田　功一

（平成 25 年 4 月 1 日付け）
【職員】
○転任
　富山高等専門学校管理課長　←　竹山富士男（総務課長）

○転入
　総務課長　前

まえ

田
だ

　輝
てる

伸
のぶ

（総合研究大学院大学財務課課長補佐）
　総務課課長補佐（総務担当）兼務：企画室長、企画・地域連携係長
　　　　　　研

とぎ

屋
や

　元
もとひろ

弘（三重大学医学系研究科チーム係長）
　学生課課長補佐　
　　　　　　喜

き

井
い

　健
けん

二
じ

（　〃　学務部教務チーム共通教育事務室係長）
　総務課総務係長
　　　　　　林

はやし

　　浩
ひろ

史
し

（　〃　財務部契約チーム主任）
　総務課調達係調達主任
　　　　　　中

なかむら

村　健
けん

太
た

郎
ろう

（〃　企画総務部人事チーム主任）

○昇任
　テクノセンター技術長　　　長谷川　秀文（第二技術室長）

○採用
　総務課財務・経理係長　　　　　　大

おおにし

西　裕
ひろ

子
こ

　学生課教務係　　　　　　　　　　髙
たか

尾
お

　　毅
つよし

　学生課学生生活係　　　　　　　　中
なか

島
じま

　由
ゆう

喜
き

　テクノセンター技術職員　　　　　木
き

村
むら

　佳
よしつぐ

嗣（総合情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　センター技術補佐員）
　総務課人事労務係再雇用職員　　　中山　雄治
　学生課教務係再雇用職員　　　　　村田　修平
　学生課学生生活係再雇用職員　　　川本　伸美
　総務課総務係事務補佐員　　　　　中

なかきた

北　圭
けい

子
こ

　総務課調達係事務補佐員　　　　　家
いえ

田
だ

　　希
のぞみ

○配置換等
　総務課総務係総務主任　
　　　　　　北山　里見（総務課企画・地域連携係企画主任）
　学生課学生生活係学生生活主任
　　　　　　松本　志保子（総務課総務係総務主任）
　総務課企画室企画・地域連携係
　　　　　　德田　敬明（学生課教務係）
　テクノセンター第二技術室長
　　　　　　中野　博基（テクノセンター技術専門職員）
　総務課図書係事務補佐員
　　　　　　米倉　佐恵子（学生課教務係事務補佐員）
　総務課財務・経理係事務補佐員
　　　　　　江崎　幸代（総務課調達係事務補佐員）
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平成24年度卒業証書、
修了証書授与式を挙行

平成 25 年度　名誉教授称号授与式

　平成 24 年度電子機械工学科・制御情報工学科卒業証書授与式並びに
専攻科（生産システム工学専攻）修了証書授与式が、去る３月５日（火）
10 時 30 分から本校第２体育館において挙行された。　
　藤田校長から、卒業生一人一人に卒業証書が授与され、来賓、保護者、
教職員及び在校生から祝福を受けて、学窓を巣立っていった。

　平成 25 年５月 14 日、名誉教授称号授与式が校長室にて行われました。
　授与式では、藤田稔彦校長から称号が授与されました。

平成 25 年度　名誉教授　水野逸夫、永野重隆

講座名 開催日

Wii リモコンでゲームプログラミング 8 月 3 日（土）
9：30 ～ 15：30

おもしろ理科実験 8 月 3 日（土）　
10：00 ～ 15：00

LEGO で自動走行ロボットを作ろう 8 月 20 日（火）
9：30 ～ 15：30

ソーラーカー作成 8 月 20 日（火）
9：00 ～ 12：00

手作り太陽電池
8 月 21 日（水）

9：30 ～ 16：00
8 月 22 日（木）

9：30 ～ 12：00

君が船長　船で Go ！ 8 月 22 日（木）
9：00 ～ 16：00

講座名 開催日

小学生のためのバレーボール教室
10 月 21 日（月）

19：00 ～ 21：00 
10 月 28 日（月）

19：00 ～ 21：00

講座名 開催日
みえアカデミックセミナー 7 月 28 日（日）
練習船「鳥羽丸」の一般公開と体験航海

（四日市港まつり） 8 月 4 日（日）

練習船「鳥羽丸」による名古屋港 PR 活動
及び一般公開

11 月 9 日（土）、
10 日（日）

公開講座 秋の公開講座

その他の講座

サイテクランド in 鳥羽

講座名 Course 担当学科 Department
船のエンジンを ｢動かす」 商船学科・テクノセンター
物を冷やす仕組み 商船学科
LEGO を用いたロボット製作入門 制御情報工学科
風に向かって走れ―ウィンドカー作製― 商船学科
オリジナル T シャツ・バッグ作成講座 制御情報工学科
食品の加熱って？ 
－電気を利用したヒータの製作－ 商船学科

講座名 Course 担当学科 Department
トランシーバを使ってみよう 商船学科
日常で使えるロープワーク 商船学科
ものはどこから
どのように運ばれてくるの？ 商船学科

出前授業 体験型学習 教養講座

　学校だより第 78 号をお届けいたします。
　本号では、特集として 「絵はがきにみる本校の明治・大正時代」を掲載しました。
　輝く歴史を誇る本校の今の姿をお伝えするのが、学校だよりの基本的役割です
が、時には歴史を振り返るのもよいことです。今回も多くの方に記事を執筆して
いただきましたこと、厚く御礼申し上げます。 

（編集長）

編集後記

学校通信

公開講座・出前授業実施


